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研究成果の概要（和文）：本研究では、幼児の身体活動量が発育発達に伴い増加することを確認し、特に学校で
の活動量が体力向上に寄与することを明らかにした。幼児の体力向上のためには、学校や自宅近隣の運動環境の
整備、家庭での運動習慣の促進、運動の楽しさを伝えることが重要である。これらの取り組みを通じて、幼児の
健康な成長を支援することが期待される。以上の結果を基に、今後も幼児の身体活動量や体力向上に関する研究
を進め、より効果的な運動プログラムや環境整備の方法を探求していくことが重要であると示唆される。

研究成果の概要（英文）：This study confirmed that the physical activity levels of young children 
increase with their growth and development, and clarified that particularly school activities 
contribute to the improvement of their physical fitness. To enhance the physical fitness of young 
children, it is crucial to develop exercise environments both at school and in the vicinity of their
 homes, promote exercise habits within the family, and convey the enjoyment of physical activity. 
Through these initiatives, it is expected to support the healthy growth of young children. Based on 
these results, it is suggested that further research on the physical activity levels and physical 
fitness improvements of young children should be pursued, aiming to explore more effective exercise 
programs and methods for environmental development.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、幼児の身体活動量が成長と発達に伴って増加することを確認し、幼児期の身体活動が発育発達に与え
る影響についての理解が深まった。また、幼児の身体活動量や体力向上に関するより効果的な運動プログラムを
開発するための基礎データとして、運動科学や教育学の分野において新たな知見が得られることが期待される。
将来、幼児の健康と体力向上を目指した政策の立案や実施が進むことで、社会全体の福祉向上が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 幼児期は身体の発育発達が著しい時期であり、この時期の身体活動量の増加は健康な成
長に大きな影響を与える。前年度の研究結果から、幼児の身体活動量は平日と休日に左右さ
れやすく、特に平日の活動量の増加が顕著であることが明らかになった。この研究では、幼
児が小学校に入学する前後で環境の変化が身体活動にどのような影響を与えるかを検討し
た。対象としたのは、前年に 4歳及び 5歳であった幼児 105名（男児 60名、女児 45名）
である。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、幼児の身体活動量と体力が環境要因にどのように影響されるかを明ら
かにすること。具体的には、学校や自宅近隣の環境が幼児の身体活動量や体力に与える影響
を評価し、幼児の体力向上に寄与する要因を特定することを目指した。 
 
３．研究の方法 
 研究対象とした幼児 105 名には、身体活動量を測定するための活動量計を装着させ、学校や自
宅近隣の環境に関する詳細な情報も収集した。これにより、幼児の生活環境と身体活動量との関
連を分析した。具体的な測定項目としては、1日の平均歩数、中高強度運動時間などが含まれる。 
 
 

４．研究成果 

 男児の結果 
男児の身体活動量に関する詳細な結果を以下に示す。 
平均歩数の増加: 
今年度の男児の 1日の平均歩数は 14447±2545 歩であり、前年度の 13302±2032 歩から 10%増加
した。この増加は、幼児が小学校に入学することで生活環境が変化し、自然と身体活動量が増加
したことを示している。 
平日の平均歩数は休日よりも高く、特に学校での活動が多い平日に顕著な増加が見られた。これ
は、学校での運動プログラムや休み時間の自由な遊びが身体活動量に寄与していると考えられ
る。 
中高強度運動時間の増加: 
今年度の男児の中高強度運動時間は 61.5±12.3 分であり、前年度の 51.7±14.6 分から 16%増加
した。特に、学校での体育の授業や運動会の練習などがこの増加に寄与していると考えられる。
また、体力が高い幼児ほど中高強度運動時間が多い傾向があり、これは体力が高い幼児がより積
極的に運動に参加するためと考えられる。 
学校での活動量の増加: 
学校での活動量が増加することで、男児の総合的な身体活動量が増加した。特に、体育の授業や
休み時間の運動が中高強度運動時間の増加に寄与していることが示された。 
学校での運動プログラムの充実が、幼児の体力向上に重要な役割を果たしていることが確認さ
れた。 
女児の結果 
女児の身体活動量に関する詳細な結果を以下に示す。 
平均歩数の増加: 
今年度の女児の 1 日の平均歩数は 11367±2258 歩であり、前年度の 10457±1532 歩から 8%増加
した。男児と同様に、学校での活動が身体活動量の増加に寄与していると考えられる。 
女児も平日の平均歩数が休日よりも高く、特に学校での活動が多い平日に顕著な増加が見られ
た。 
中高強度運動時間の増加: 
今年度の女児の中高強度運動時間は 42.3±16.9 分であり、前年度の 37.8±15.3 分から 10%増加
した。特に、体育の授業や放課後のクラブ活動がこの増加に寄与すると考えられる。 
体力が高い女児ほど中高強度運動時間が多い傾向があり、これは体力が高い女児がより積極的
に運動に参加するためと考えられる。 
学校での活動量の増加: 
学校での活動量が増加することで、女児の総合的な身体活動量が増加した。特に、体育の授業や
休み時間の運動が中高強度運動時間の増加に寄与することが示された。 
女児も学校での運動プログラムの充実が体力向上に重要な役割を果たしていることが確認され
た。 
 
 
 



 
図 1. 身体活動量と体力や骨格筋との関係（女子） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2. 身体活動量と体力や骨格筋との関係（男子） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本研究の結果から、幼児の身体活動量は発育発達に伴い増加することが確認された。特に、学校
での活動量が増加することが体力向上に寄与していることが明らかになった。これは、幼児が学
校で過ごす時間が長くなることで、自然と身体活動量が増えるためと考えられる。さらに、体力
が高い幼児ほど学校での中高強度運動時間が増加する傾向が見られた。これは、体力が高い幼児
がより積極的に運動に参加するためと考えられる。また、学校での運動活動が幼児の体力向上に
寄与している可能性も示唆される。 
幼児の身体活動量増加の要因 
本研究の結果から、幼児の身体活動量が発育発達に伴い増加することが確認された。この増加は、
いくつかの要因によるものと考えられる。幼児が小学校に入学することで、日常の生活リズムが
大きく変化する。朝早く起きる習慣がつき、通学という新しい活動が加わることで、自然と身体
活動量が増加することで、学校の環境が子どもの身体活動や体力に影響を与えると考えられる。
学校では体育の授業や運動会、スポーツデイなどのイベントが定期的に行われ、幼児が多様な運
動を経験する機会が増えるのにつながると考えられる。これにより、身体活動量が増加し、体力
向上に寄与すると考えられる。また、休み時間に友達と遊ぶことで、幼児は自然と身体を動かす
機会が増えます。特に、鬼ごっこやサッカーなどの遊びが身体活動量の増加に寄与する。 
家庭環境の影響 
親が積極的に運動する姿を見せることで、幼児も自然と運動に興味を持つようになる。親子で一
緒に運動することで、幼児の身体活動量が増加すると考えられる。家庭での運動習慣が定着して
いる場合、放課後や休日にも積極的に運動を行うことが期待される。例えば、週末に家族でハイ
キングに行く、夕方に公園で遊ぶなどの活動が身体活動量の増加に寄与する。さらに、家庭内に
運動器具や広いスペースがある場合、幼児は自由に身体を動かすことができる。例えば、トラン
ポリンやバランスボールなどの運動器具があると、幼児は楽しみながら運動を行うことができ
る。 
地域環境の影響 
自宅近隣に公園や運動施設が整備されている場合、幼児が安全に遊べる環境が提供される。これ
により、放課後や休日にも積極的に運動を行うことができる。また、 地域コミュニティと連携
して、幼児が参加できるスポーツイベントや運動教室を開催することで、地域全体で幼児の身体
活動量を増加させることができる。例えば、地域のスポーツクラブやサークル活動が幼児の運動
機会を増すことができる。 
中高強度運動の重要性 
中高強度の運動は、心肺機能の向上に効果を与える。幼児期にこのような運動を取り入れること
で、心臓や肺の健康が促進され、持久力が向上する。例えば、ランニングやサッカーなどの有酸
素運動が心肺機能の向上に寄与する。また、中高強度の運動は、筋力の向上にも効果である。幼



児期に筋力を鍛えることで、将来的な運動能力の基盤を築くことができる。例えば、ジャンプや
クライミングなどの活動が筋力の向上に寄与する。 
運動の多様性 
体力向上には、さまざまな種類の運動を取り入れることが重要である。例えば、ランニングやジ
ャンプなどの有酸素運動、筋力トレーニング、柔軟性を高めるストレッチなどをバランスよく行
うことで、全身の体力を向上させることができる。また、多様な運動を取り入れることで、幼児
が飽きずに楽しく運動を続けることができる。運動を楽しむことで、自然と身体活動量が増加し、
体力向上に寄与する。例えば、ダンスや体操などの楽しい運動が幼児の興味を引きやすくなる。 
運動の継続性 
体力向上には、継続的な運動が必要である。短期間での激しい運動よりも、日常的に適度な運動
を続けることが重要である。例えば、毎日の散歩や週末のスポーツ活動などが継続的な運動に役
立つ。幼児期に運動習慣を形成することで、将来的な健康維持に繋がる。親が積極的に運動する
姿を見せることで、幼児も自然と運動を続ける習慣が身につく。家庭全体で運動を楽しむことで、
運動習慣が定着すると考えられる。さらに、幼児の身体活動量や体力に影響を与える環境要因と
して、学校の運動設備やプログラム、自宅近隣の公園や運動施設の存在などが考えられる。学校
での運動プログラムの充実が、幼児の身体活動量の増加に寄与する。例えば、体育の授業の時間
数を増やす、運動会やスポーツイベントを定期的に開催するなどの取り組みが効果的である。学
校の運動設備の充実も重要である。例えば、体育館や運動場の整備、運動器具の充実などが挙げ
られる。これにより、幼児が安全かつ効果的に運動を行うことができる。 
教師の指導力 
運動指導を行う教師の指導力も大きな影響を与える。教師が幼児に対して適切な運動指導を行
うことで、幼児の運動意欲を高め、身体活動量の増加に繋がる。さらに、親が積極的に運動する
姿を見せることで、幼児も自然と運動に興味を持つようになる。親子で一緒に運動することで、
幼児の身体活動量が増加する。例えば、親子でサイクリングやジョギングを楽しむことが効果的
である。家庭での運動習慣が定着している場合、幼児の身体活動量が増加する。例えば、毎日の
運動時間を設定する、家庭内での運動ルールを設けるなどの取り組みが有効である。さらに、家
庭内に運動器具や広いスペースがある場合、幼児は自由に身体を動かすことができる。例えば、
トランポリンやバランスボールなどの運動器具があると、幼児は楽しみながら運動を行うこと
ができる。 
まとめ 
 本研究では、幼児の身体活動量が発育発達に伴い増加することを確認し、特に学校での活動量
が体力向上に寄与することを明らかにした。幼児の体力向上のためには、学校や自宅近隣の運動
環境の整備、家庭での運動習慣の促進、運動の楽しさを伝えることが重要である。これらの取り
組みを通じて、幼児の健康な成長を支援することが期待される。 
以上の結果を基に、今後も幼児の身体活動量や体力向上に関する研究を進め、より効果的な運動
プログラムや環境整備の方法を探求していくことが重要であると示唆される。 
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第9回日本サルコペニア・フレイル学会大会. 2022年10月29-30日

第77回日本体力医学会大会. 2022年9月21-23日
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剣道寒稽古の生理学的特性に関する研究
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幼児における身体組成の経年変化とその性差

双方向通信によるオンライン運動教室は生活機能および精神的健康度の改善に有用である

30秒椅子立ち上がりテストを用いたロコモ評価基準の検討

COVID-19が男児の身体活動に影響する.
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中華医学会第26回全国小児科学術大会（国際学会）
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The role of home environment in the early motor development of young children: A cross-sectional study based on TGMD-2.
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